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　大学時代に広く環境問題を学び、環境保護に取り組

みたいと思っていました。大学卒業と同時に初級を取　　

得し、どうせやるなら中級を目指そうと、新卒で就職　　　　

した国立大学の附属農場で農学系の研究・教育に携わ　　

りながら、実践的に農業や環境問題に対する理解を深�

めてきました。5年の実務経験を経て、今年の2月に

中級を取得しました。資格を持つことで、自分が環境

再生に関心があるというこ�

とと、そういう思いで、さ�

まざまに実践してきた証に�

なると考えています。�

この資格取得のきっかけや動機は何ですか？�

　 現在はドローンを取り扱う会社の開発研究チーム

で、主に画像処理やドローンの導入サポートをして

います。私の専門が農学分野�

なので、主に農林業関係のリ�

モートセンシング、農地の獣�

害対策におけるドローン利用�

に関する業務に携わることが�

多いです。�

どのようなご活動を�
　　        されていますか？�

　 環境再生医は、実践してこそ価値のある資格だと

思いますので、まずは、この資格に見合った活動を

積み重ねていきたいと思っています。今はドローン

をはじめ、いろいろな技術を学ぶとともに、仕事を

通して、日本の現状をしっかり確認することを進め

ています。そして近い将来、自分の専門的な分野で

活動に携われる、一人前の環境再生医となることを

目指しています。�

この資格をどのように�
　    活かされていますか？�

テキストや講習の内容は�
　役立つものでしたか？�

　 自分の専門的な分野を活かし、いろいろな分野の

方と一緒に、環境再生に取り組んでいけたらと思い

ます。�

環境再生医を通して、�
　今後に期待することは？�

　 テキストは、環境保護に対する基本的な考え方や

心得が、基礎からしっかり記載されており、忘れて

しまっていた知識や初心を、取り戻すことができる

ものでした。講習会では、置かれている立場や環境

は違うけれども、環境保護に対する共通の想いを

持った方々と出会うことができ、本当に受講してよ

かったと思える、貴重な機会になりました。�
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資格を持つことが、環境再生を実践する証に。�


